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解説：
この錯視は，直線道路を撮影した写真を観察した際に，道路の白線がなす角度を過小評価する錯視である．最初の発見は2006年に遡る．長，長田，三池，一川らの参加するゼミナールにおいて，他の目的の実験に用いた道路写真を見ている時に，見えの角度と実際の角度が異なることが話題になった．2009年より，長，三池，松田らによるグループにおいて，この錯視に関する研究を行っている．観察対象は道路写真で無くても良く，3次元空間における地面に描かれた平行線が2次元に投影されている線画でも同様に過小視がおこる．ただし，画像中の絵画的な奥行き手がかりが少ないと，錯視量も少なくなることが分かっている．画像中の白線のなす角度が104度である場合，20人の観察者の平均値では42度過小視するという実験結果を得ている．3次元空間中の地面に描かれた2直線としての知覚がある上で，2次元画像における角度の判断をさせているところにこの錯視がおこるキーポイントがあるようである．一方で同じ画像を天地逆転して提示することにより，錯視量が25度の過小視へと減少するという実験結果も得ている．この異方性も面白い．
